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令和６年度乙訓環境衛生組合人事行政の運営等の状況
 

１ 職員の任免及び職員数に関する状況 

（１）職員の採用・退職の状況 

区分 
退職 採用 

令和６年４月１日から令和７年３月31日まで 令和６年４月１日から令和７年３月31日まで 

事務職 0人 3人 

技術職 1人 0人 

合計 1人 3人 

 

（２）職員数の状況 

 ①部門別職員数（各年４月１日現在） 

（注）職員数は、一般職の職員数です。 

 

 ②年齢別職員数（令和７年４月１日現在） 

 (％) 

 

 

 

区分 
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以上 
計 

職員 

数 
0人 0人 3人 3人 1人 3人 2人 2人 3人 4人 5人 0人 26人 

（注）職員数は、一般職の職員数です。 
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構成比

５年前の構成比

区分 部門 
職員数 過去５年間の 

増減数（率） 令和７年 令和６年 令和５年 令和４年 令和３年 令和２年 

一般行政 

部門 

総務部門 15人 14人 14人 14人 14人 14人 ＋1人 (＋7.1%) 

衛生部門 11人 11人 11人 13人 12人 12人 △1人 (△8.3%) 

会 計 課 ―  ―  ―  ―  2人 2人 △2人 (皆減) 

合計 26人 25人 25人 27人 28人 28人 △2人 (△7.1%) 
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２ 職員の給与の状況 

（１）人件費の状況（普通会計決算） 

区分 
住民基本台帳人口 

(構成市町令和７年１月１日) 
歳出額 Ａ 実質収支 人件費 Ｂ 

人件費率 

(Ｂ／Ａ) 

（参考） 

５年度の 

人件費率 

６年度 155,018人 1,795,735千円 26,976千円 219,533千円 12.2％ 13.2％ 

 

（２）職員給与費の状況（普通会計決算） 

区分 職員数 Ａ 
給与費 一人当たり給与費 

（Ｂ／Ａ） 給料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計 Ｂ 

６年度 25人 103,643千円 17,635千円 45,847千円 167,125千円 6,685千円 

（注）１ 職員手当には、退職手当を含んでいません。 

   ２ 職員数は、令和６年４月１日現在の人数です。また、暫定再任用職員（短時間勤務）を含んでいません。 

   ３ 給与費については、暫定再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれています。 

 

（３）給与制度の総合的見直しの実施状況について 

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合

の見直し等に取り組むとされている。 

 ①給料表の見直し 

 ［  実施     未実施  ］ 

  実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容（未実施の場合には、その

理由）） 

（給料表の改定実施時期） 平成28年４月１日 

（内容） 一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均0.23％引下げました。 

     なお、激変緩和のため、２年間(平成30年３月31日まで)の経過措置(現給保障)を実施しました。 

 

 ②地域手当の見直し 

  実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合） 

 未実施 

 

 ③その他の見直し内容 

 管理職員特別勤務手当について、国と同様に見直しを実施。（平成27年４月１日実施済み） 

 

（４）特記事項 

  特にありません 

 

（５）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和７年４月１日現在） 

 

 

 

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

（国比較ベース） 

本組合 44.1歳 341,723円 405,901円 396,464円 

国 41.9歳 332,237円 ― 414,480円 



3 

 

（６）職員の初任給の状況（令和７年４月１日現在） 

区分 本組合 国 (一般職) 

一般行政職 
大学卒 220,000円 220,000円 

高校卒 194,500円 188,000円 

 

（７）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和７年４月１日現在） 

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

一般行政職 
大学卒 （該当なし） 320,200円 （該当なし） 

高校卒 （該当なし） （該当なし） （該当なし） 

 

（８）一般行政職の級別職員数の状況 

 ①一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和７年４月１日現在） 

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 
１号給の 

給料月額 

最高号給の 

給料月額 

１級 １ 主事、技師の職務 1人  3.8％ 183,500円  258,100円  

２級 
１ 高度の知識、技術、経験を必要とする 

主事、技師の職務 
1人  3.8％  230,000円  308,500円  

３級 
１ 主査の職務 

２ 困難な業務を所掌する主事、技師の職務 
7人  27.0％  265,300円  354,700円  

４級 
１ 係長の職務 

２ 総括主査の職務 
11人  42.3％  298,800円  386,100円  

５級 １ 課長補佐の職務 2人  7.7％  321,300円  398,200円  

６級 

１ 次長の職務 

２ 課長の職務 

３ 主幹の職務 

3人  11.6％ 355,200円  415,700円  

７級 
１ 事務局長の職務 

２ 参事の職務 
1人  3.8％ 408,300円  450,900円  

（注）１ 組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

   ２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

 

 ②昇給への人事評価の活用状況（一般行政職） 

令和６年度中における運用 管理職員 一般職員 

イ．人事評価を活用している   

  活用している昇給区分 
昇給可能 

な区分 

昇給実績が 

ある区分 

昇給可能 

な区分 

昇給実績が 

ある区分 

   上位、標準、下位の区分     

   上位、標準の区分     

   標準、下位の区分     

   標準の区分のみ（一律）     

ロ．人事評価を活用していない ○ ○ 

  活用予定時期 未定 未定 
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（９）職員手当の状況 

 ①期末手当・勤勉手当（令和６年度） 

支給割合 
期末手当  2.5月分 (1.4月) 

勤勉手当  2.1月分 (1.0月) 

加算措置の状況  職制上の段階、職務の級等による加算措置 

１人当たりの平均支給額  1,581千円 

 (注) ( ) 内は、暫定再任用職員に係る支給割合です。 

 

  ○勤勉手当への人事評価の活用状況 

令和６年度中における運用 管理職員 一般職員 

イ．人事評価を活用している ○ ○ 

  活用している成績率 
支給可能 

な成績率 

支給実績が 

ある成績率 

支給可能 

な成績率 

支給実績が 

ある成績率 

   上位、標準、下位の成績率 ○  ○  

   上位、標準の成績率     

   標準、下位の成績率    ○ 

   標準の成績率のみ（一律）  ○   

ロ．人事評価を活用していない   

  活用予定時期   

 

 ②退職手当（令和７年４月１日現在） 

本 組 合 国 

（支給率）   自己都合   応募認定・定年 

・勤続20年   19.6695月分   24.586875月分 

・勤続25年   28.0395月分   33.27075月分 

・勤続35年   39.7575月分   47.709月分 

・最高限度   47.709月分    47.709月分 

・その他の加算措置 

定年前早期退職特例措置 あり 

（支給率）   自己都合   応募認定・定年 

・勤続20年   19.6695月分   24.586875月分 

・勤続25年   28.0395月分   33.27075月分 

・勤続35年   39.7575月分   47.709月分 

・最高限度   47.709月分    47.709月分 

・その他の加算措置 

定年前早期退職特例措置 あり 

(注) 「応募認定・定年」のうち「定年」には、定年退職及び定年引上げ前の定年年齢に達した日以後その者の非違

によることなく退職した場合を含みます。 

 

 ③地域手当（令和７年４月１日現在） 

支給実績（令和６年度決算）  6,383千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算）  220,109円 

支給割合  ８％ 

支給対象職員数  27人 

 

  



5 

 

 ④特殊勤務手当（令和７年４月１日現在） 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 

小動物死体処理手当 ごみ処理施設において廃棄

物処理業務に従事した職員 

犬、ねこ等の死体処理 日額300円 

焼却炉内作業手当 焼却炉内の清掃又は点検 日額500円 

資格任命手当 危険物保安監督者等 危険物の保安監督等 月額500円～2,000円 

 

 ⑤時間外勤務手当 

支給実績（令和６年度決算）  1,301千円 

職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算）   56,583円 

支給実績（令和５年度決算）  1,468千円 

職員１人当たり平均支給年額（令和５年度決算）   63,825円 

（注） 職員１人当たり平均支給年額を算出する際の職員数は、「支給実績（令和６年度決算）」と同じ年度の４月１

日現在の総職員数（管理職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時

間勤務職員を含む。 

 

 ⑥その他の手当（令和７年４月１日現在） 

手当名 内容及び支給単価 

国の制

度との

異同 

国の制度

と異なる

内容 

支給実績 

(令和６年度決算) 

支給職員 

１人当たり 

平均支給年額 

(令和６年度決算) 

扶養手当 

・配偶者 3,000円 

・子 11,500円 

・配偶者、子以外の扶養親族 6,500円 

・16歳から22歳までの子 5,000円加算 

同 ― 2,747千円 228,909円 

住居手当 ・借家 家賃に応じて最高30,000円 異 借家 2,004千円 286,331円 

通勤手当 

（交通機関利用者） 

・運賃額 55,000円以下－全額支給 

     55,000円を超える－55,000円 

（交通用具使用者） 

・通勤距離が2km以上の者に支給 

・2km以上4km未満－4,000円 

・4km以上－2km増すごとに1,200円加算 

（最高支給額31,600円） 

異 
交通用具 

使用者 
2,637千円 94,165円 

管理職 

手当 

・事務局長、参事 61,900円 

・次長 54,000円 

・課長 49,300円 

・主幹 45,100円 

― ― 2,235千円 558,819円 

 

  

支給実績（令和６年度決算）  250千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算）  27,722円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度）  31.0％ 

手当数  ３ 



6 

 

 ⑦特別職の報酬等の状況（令和７年４月１日現在） 

区  分 給料（報酬）月額 

給 料 
管 理 者 11,000円 

副管理者  9,000円 

報 酬 

議  長 10,000円 

副 議 長  8,000円 

議  員  7,000円 

 

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

（１）勤務時間の状況 

勤務時間 休憩時間 １週間の勤務時間 

午前８時30分から 

午後５時15分まで 
正午から午後１時まで 38時間45分 

 

（２）休暇制度の状況 

区 分 内 容 

年次有給休暇 １年につき２０日 

病気休暇 

公務災害：療養に必要と認められる期間 

結  核：１年を越えない範囲内で療養に必要と認められる期間 

そ の 他：９０日を越えない範囲内で療養に必要と認められる期間 

特別休暇 
結婚、出産、交通機関の事故その他特別な事情により勤務しないことが相当であると認め

られる期間 

育児休業 子が３歳になる日までの期間 

部分休業 子が小学校就学の始期に達するまでの期間のうち１日２時間まで 

介護休暇 ６月の期間内において必要と認められる期間 

 

（３）年次有給休暇の取得状況（令和６年１月１日～令和６年12月31日） 

区 分 日 数 取 得 率 

年間平均取得日数 １０．４日 ５２．０％ 

 

（４）育児休業等の取得状況（令和６年４月１日～令和７年３月31日） 

区 分 育児休業 部分休業 育児短時間勤務 

男性職員 １人 ０人 ０人 

女性職員 ０人 ２人 ０人 

 

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況 

（１）分限処分者数 

   １人 

（２）懲戒処分者数 

   ０人 

 

５ 職員の服務の状況 

  地方公務員は、地方公務員法において、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、職務の遂行にあたって

は全力を挙げてこれに専念することとされており、法令等遵守義務、信用失墜行為の禁止、守秘義務、職務専念義

務、政治的行為の制限、営利企業等の従事制限等の義務が課せられているところです。 
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  本組合においては、これらの服務規律の確保を徹底するため、随時、職員に対して綱紀の保持及び公務員倫理の

周知徹底を図っています。 

 

６ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況 

（１）職員研修の状況 

研 修 名 日 数 受研者数 

乙訓環境衛生組合職員研修「人事評価制度研修」 １日 ２４人 

新規採用職員研修（公務員倫理・接遇） ２日  １人 

新規採用職員基礎研修 ２日  １人 

新規採用職員研修（地方自治法・地方公務員法） （ｅラーニング） ―  １人 

女性職員研修（キャリアデザイン・スキルアップ） １日  １人 

新任係長研修 ２日  １人 

新任課長補佐研修（コンプライアンス・リスクマネジメント） １日  １人 

新任課長補佐研修（メンタルヘルス） （オンライン） １日  １人 

法制執務の入門（基本原理） （ｅラーニング） ―  １人 

仕事の効率化を実現するためのテクニック １日  １人 

業務改善とＤＸ １日  １人 

エクセル（応用） （ｅラーニング） ―  １人 

市町村トップセミナー １日  １人 

議会運営実務研修会 （ｅラーニング） ―  ２人 

メンタルヘルスマネジメント実践研修会 １日  １人 

 

（２）勤務成績の評定の状況 

   本組合では、勤務成績の評定は行っていません。 

 

７ 職員の福祉及び利益の保護の状況 

（１）健康管理 

   ・定期健康診断    ：２２人 

   ・特殊健康診断 (塩素) ： ６人 

   ・特殊健康診断 (石綿) ： ５人 

   ・人間ドック     ： ３人 

 

（２）公務災害 

   ・通勤災害：０件 

   ・公務災害：０件 

 

（３）福利厚生事業 

   地方公共団体は、地方公務員法により、職員の保健、元気回復、その他厚生に関する事項について計画を樹立

し、これを実施しなければならないとされています。 

   本組合では、一般財団法人京都府市町村職員厚生会に加入することにより、スケールメリットを活かした文化・

スポーツ・レク活動等へ参加し、職員の福利増進及び元気回復を図っています。 
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８ 公平委員会に関する事項 

（１）令和６年度における勤務条件に関する措置の要求：なし 

区 分 

令和５年度末 

(令和６年３月31日) 

係属件数 

令和６年度 

令和６年度末 

(令和７年３月31日) 

係属件数 

新規 

請求 

件数 

処 理 件 数 

判  定 

却下 取下げ 全部 

容認 

一部 

容認 

全部 

否認 

給 与 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0  0 0 0 0 0 0 0 

 

（２）令和６年度における不利益処分に関する審査請求：なし 


